
　
が
ん
と
言
え
ば
、
あ
る
程
度
年
齢
を
重
ね
て
か
ら
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

女
性
特
有
の
が
ん
は
若
年
齢
化
が
進
み
、
20
～
40
歳
代
で
も
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
若
い
か
ら
大
丈
夫
」「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」と
検
診
を
受
け
ず
に
い
る
と
、大
切
な
体
の
一
部
や
機

能
を
失
い
、命
に
関
わ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
２
年
に
１
回
は
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
近
藤　

（
23
）
０
０
２
４

20
～
30
代
の
若
い
女
性
に

増
え
て
い
る
「
子
宮
頸
が
ん
」

　

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
入
口

（
子
宮
頸
部
）
に
で
き
る
が
ん
で
、

性
交
渉
に
よ
っ
て
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
が
子
宮

頸
部
に
感
染
す
る
こ
と
で
発
症
し

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
ご
く
あ
り
ふ
れ

た
ウ
イ
ル
ス
で
、
多
く
の
女
性
が

一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
感
染
を
し
て
も
免

疫
に
よ
り
自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す

が
、一
部
の
人
で
は
感
染
が
続
き
、

が
ん
に
進
行
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
検
診
が
有
効
で
す
。

早
期
発
見
し
適
切
に
治
療
す
れ

ば
、
子
宮
頸
が
ん
の
５
年
相
対
生

存
率
（
※
）
は
90
％
以
上
で
す
。

し
か
し
、
早
期
の
う
ち
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に

な
り
ま
す
。

女
性
に
と
っ
て
身
近
な
病
気

「
乳
が
ん
」

　

乳
が
ん
は
女
性
の
約
９
人
に
１

人
が
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
女

性
で
最
も
多
い
が
ん
で
、
毎
年
９

万
人
以
上
が
罹
患
し
て
い
ま
す
。

20
歳
過
ぎ
か
ら
徐
々
に
増
え
始

め
、
40
～
50
歳
代
の
子
育
て
や
仕

事
な
ど
一
番
忙
し
い
時
期
に
か
か

り
や
す
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、

早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
を
す
れ

ば
５
年
相
対
生
存
率
（
※
）
は

95
％
以
上
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
で
気
付
く
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
の
あ
る
、
数
少
な

い
が
ん
で
す
。
日
頃
か
ら
ブ
レ
ス

ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
を
心
が
け
る

こ
と
で
、
早
期
発
見
や
適
切
な
治

療
に
つ
な
が
り

ま
す
。

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

～
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

　

ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

は
、「
乳
房
を
意
識
す
る
生
活
習

慣
」
で
す
。
女
性
が
乳
房
の
状
態

に
日
頃
か
ら
関
心
を
持
つ
こ
と
に

よ
り
、
乳
房
の
変
化
を
感
じ
た
ら

速
や
か
に
医
師
に
相
談
す
る
と
い

う
正
し
い
受
診
行
動
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

①
自
分
の
乳
房
の
状
態
を
知
る

　

入
浴
や
着
替
え
の
際
に
乳
房
を

見
て
、
触
っ
て
、
通
常
の
状
態
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

②
乳
房
の
変
化
に
気
を
付
け
る

　

し
こ
り
を
探
す
と
い
う
意
識
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
と
変

わ
り
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
変
化
の
ポ
イ
ン
ト

　

�

し
こ
り
、
皮
膚
の
く
ぼ
み
や
引

き
つ
れ
、
血
液
な
ど
乳
頭
か
ら

の
分
泌
物

③ 

変
化
に
気
付
い
た
ら
す
ぐ
医
師

（
乳
腺
科
）
へ
相
談
す
る

④ 
40
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回

乳
が
ん
検
診
を
受
け
る

※�

相
対
生
存
率
は
、
が
ん
以
外
の
原

因
で
亡
く
な
る
人
の
影
響
を
除
い

た
数
値
で
す
。

を
受
け
ま
し
ょ
う

若
い
女
性
の
が
ん
が
増
え
て
い
ま
す

婦
人
科
検
診

婦
人
科
検
診

［
出
典
］（
グ
ラ
フ
１
、２
）

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
情

報
サ
ー
ビ
ス
「
が
ん
登
録・統
計
」
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に多い

婦人科検診について婦人科検診について
受診券の送付について
　［対象者］
　▶令和５年度に市の婦人科検診を受診した人
　▶令和６年度に未受診かつ25、30、35、45、50、55、60、65、70歳の人
　▶令和６年度に未受診かつ健康推進課に令和７年度婦人科検診の受診希望の連絡をした人

無料クーポン券を配布します
　［令和７年度対象者］
　▶子宮頸がん＝平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれ（20歳）
　▶乳がん＝昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生まれ（40歳）

検診対象者は、下記の「検診内容」のとおりです。令和６年度に婦人科検診を受診しておらずお手元に受診券が
届いていない人で、検診対象者に該当し今年度受診を希望する場合、申請フォーム（上の二次元コード）、もし
くは健康推進課（☎㉓0024）までお申し込みください。

検診会場　※「子」＝子宮頸がん、「乳」＝乳がん（マンモグラフィ検査）、「骨」＝骨粗しょう症

＊ 骨粗しょう症検診の対象年の人（令和７年３月31日時点で 40、45、50、55、60、65、70歳の人）は、1,300
円で受診可能です。それ以外の人は、2,750円です。

＊検診の詳しい日程、場所、検査項目は、市ホームページまたは受診券の同封文書をご覧ください。

女性の総合がん検診と特定健診の同時受診可能日について
婦人科集団検診では、がん検診や特定検診を同日で受診できる日程があります。完全予約制で、全ての検診を約
１時間で受診することができます。

［検診内容］

実施機関 会場 子 乳 骨 受診可能日 予約方法 実施期間 オプション検査料金
聖隷予防検診
センター

（集団検診）

公民館、さざんか、
相良保健センター
など（託児日程あり）

○ ○ ○ 受診券の同封
文書参照

WEB、
ハガキ

８月～
11月

▶乳がん検診エコー検査
　（3,850円）
▶骨粗しょう症検査（＊）

榛原総合病院
（個別検診）

榛原総合病院 南館
６階健診センター

（細江2887番地１）
○ ○ ×

申込時に問い合
わせ（一部土曜
日も受診可能）

電話 12月20日
土まで

▶HPV検査（3,960円）
▶乳がん検診エコー検査
　（5,500円）
▶骨粗しょう症検査（4,840円）

あかほりクリニ
ック（個別検診）

あかほりクリニック
（片浜873番地２） ○ × × 月～土曜日（木・

土は午前のみ）
WEB、
直接来院

12月26日
金まで なし

受診可能な検診 日程 会場 申込期限
婦人科検診

＋がん検診＋特定健診
８月18日月 相良保健センター ７月28日月
９月13日土 さざんか ８月22日金

婦人科検診
＋がん検診

９月19日金 い～ら ８月29日金
11月17日月 さざんか 10月27日月

＊ 人数に限りがありますの
で、希望する場合は早め
に予約をしてください。

※１　 エコー検査はオプションで自己負担になります。対象は、令和７年３月31日時点で30～39歳の人、40歳以上
で前年度マンモグラフィ検査を受診した人、今年度マンモグラフィ検査と併用受診する人です。自己負担
額は、実施機関によって異なります。詳しくは、受診券の同封文書をご確認ください。

※２　 40、45、50、55、60、65、70歳以外の人で骨粗しょう症検診を希望の人は、乳がん検診または子宮頸がん検診
の受診が必須です。

検診名 対象年齢（令和７年３月31日時点） 自己負担金

婦人科
検診

乳がん検診（マンモグラフィ検査）（※１） 40歳以上で前年度に受診していない人 2,000円
子宮頸がん検診 20歳以上で前年度に受診していない人 1,900円

骨粗しょう症検診 40歳以上 （※２） 1,300円

がん
検診

胃がん検診 40歳以上 1,900円
結核・肺がん検診 40歳以上 無料

大腸がん検診 40歳以上 1,000円

申
請
フ
ォ
ー
ム

たまには母娘で一緒に
検診に行ってみるのも

ありかも？
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